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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，現在灌漑管理における世界的課題でありながら現時点でめざましい成功を見ていない参加型水
管理をどのように実現するかを課題としている。東南アジアでは参加型水管理に早くから取り組んできたタ
イ国と日本について，伝統的な農民自身による持続的管理と近代的灌漑事業における管理の実態を 5事例に
ついて比較分析し，成功要因と失敗要因の共通性を検討するという手法をとっている。詳細な現地調査とそ
れに基づく実態分析はこれまでの研究に見られないオリジナリティを持つ極めて貴重な研究成果と評価され
る。特に，北タイの伝統的なムアンファイが，持続的管理を実現できている本質的理由の分析は，特殊なも
のと見られがちな伝統水利組織も現代水利と共通的の問題構造を持つことを示した。その組織管理の原理と
して抽出した「組合員の特定」，「水配分と維持管理コスト負担における平等性」および「透明性」の視点か
ら，国家プロジェクトにおける管理の現状を再検討し，現在のタイ農村社会の現実に即して，その改善方向
を示したことは，本論文が単に問題点の指摘に止まらない，現状改善のための工学的な意義を持つものとし
て高く評価することが出来る。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
